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【今月の題字】小浜小学校6年生 澤
さわむら

村 愛
あ い こ

心 さん 【表紙のモデル】若狭東高校1年生 池
い け だ

田 杏
あ ん り

莉 さん（市立図書館）

出
会
い
、
あ
る
か
も

そ
う
だ
、
図
書
館
へ
行
こ
う
！
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「夢、無限大」感動おばま
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お
気
に
入
り
の
一
冊
を
探
し
に
図
書
館
へ

　

近
年
、
日
本
人
の
活
字
離
れ
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
文
化
庁
が
行
っ
て
い
る
「
国
語
に
関

す
る
世
論
調
査
」
に
よ
る
と
、
マ
ン
ガ
や
雑

誌
を
除
く
１
カ
月
の
読
書
量
は
、「
読
ま
な
い
」

と
回
答
し
た
人
が
最
も
多
く
、
47
・
５
％
に
の

ぼ
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
県
立
図
書
館
の
人
口

一
人
あ
た
り
の
個
人
貸
出
冊
数
は
、
４
年
連
続

で
全
国
１
位
と
、
福
井
の
〝
読
書
に
親
し
む
〟

と
い
う
県
民
性
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

小
浜
に
は
、
市
立
図
書
館
（
白
鬚
）
と
県
立

若
狭
図
書
学
習
セ
ン
タ
ー（
南
川
町
）の
２
館
が

あ
り
、
恵
ま
れ
た
読
書
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　

日
暮
れ
が
早
ま
り
、
夜
が
長
く
感
じ
る
こ
と

や
、気
候
的
に
過
ご
し
や
す
い
こ
と
か
ら
、「
秋
」

は
読
書
に
最
適
の
季
節
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

10
月
27
日
㊎
か
ら
始
ま
る
読
書
週
間
を
前
に
、

お
気
に
入
り
の
本
を
探
し
に
、
図
書
館
へ
と
足

を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

お
話
し
会
や
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
読
書
活
動
を
通
し
て
、
本
に

親
し
む
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
、
市
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
風
夢
。
代
表

の
津つ

だ田
さ
と
み
さ
ん
（
59
歳
・
生
玉
・
写

真
中
央
奥
）
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

活
動
の
中
で
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の

は
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
読
み
聞
か
せ
の
普

及
。「
子
ど
も
は
親
か
ら
本
を
読
ん
で
も
ら

う
こ
と
で
、愛
情
も
受
け
取
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
の
中
で
親
と
子
が
寄
り
添
い
、た

く
さ
ん
の
本
を
読
み
、
幸
せ
な
時
間
を
過

ご
し
て
ほ
し
い
で
す
」と
呼
び
か
け
ま
す
。

　

良
書
に
は
人
を
ひ
き
つ
け
る
力
が
あ
る

と
話
す
津
田
さ
ん
。「
子
ど
も
た
ち
へ
の

読
み
聞
か
せ
を
通
し
て
、
作
者
、
読
み
手
、

子
ど
も
た
ち
が
つ
な
が
り
、
一
体
感
と
共

に
大
き
な
感
動
が
生
ま
れ
ま
す
。
読
み
手

も
喜
び
が
も
ら
え
る
、
と
て
も
や
り
が
い

の
あ
る
活
動
で
す
」と
笑
顔
を
み
せ
ま
す
。

　

風
夢
で
は
、『
大
人
が
楽
し
む
お
話
し

会
』
を
開
催
す
る
な
ど
、
幅
広
い
年
代
に

読
書
機
会
の
増
加
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
「
読
書
体
験
は
人
間
の
想
像
力
を
養
い

ま
す
。
相
手
の
気
持
ち
を
想
像
す
る
と
い

う
力
は
、
仕
事
や
人
間
関
係
に
お
い
て
も

重
要
で
す
。
ま
た
、
本
か
ら
得
ら
れ
る
知

識
は
心
の
潤
い
と
な
り
ま
す
。
人
が
生
き

て
い
く
中
で
、
読
書
は
と
て
も
大
切
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
」

おばま児童文学会  風
ふ う む

夢

絵本の感動や美しい言葉、声の心地よさを地域の子どもたちに伝
えることを目的に、市民有志が平成 12 年に設立。現在は 10 人が
所属。13 年から市内小学校で読み聞かせをスタート（本年度は 7
校で実施）。同年に始めた図書館でのお話し会も、毎年 20 回程実
施している。ほかに、「大人が楽しむお話し会」や、6 カ月健診の
参加親子を対象にした「ブックスタート」など幅広く活動している。

10 月、11 月は「読書週間」

　10 月 27 日㊎から 11 月 9 日㊍ま
では（公社）読書推進運動協議会が
定める「第 71 回読書週間」です。
　読書週間は、昭和 22 年に、「読書
の力によって、平和な文化国家を創
ろう」という決意のもと、出版社や
書店、公共図書館などにより始まり
ました。また、10 月 27 日は、「文字・
活字文化の日」に制定されています。

県立図書館の貸出冊数 4 年連続日本一！

　（公社）日本図書館協会の「都道
府県図書館の統計」によると、福井
県立図書館（若狭図書学習センター
含む）の人口一人当たりの個人貸出
冊数は平成 24 年〜 27 年度までの
4 年連続全国 1 位となっています。
　また、図書館の入館者数（人口
比）も 25 年から 3 年連続全国 2 位
となっています。

「ブックスタート」で心のふれあい

　市では、平成 26 年度から毎年、
健康管理センターでの 6 カ月健診
時に、読み聞かせの時間を設けると
ともに、絵本を贈呈しています。
　赤ちゃんと保護者が絵本を介し
て、心ふれあうひとときを持つきっ
かけづくりを目的にした事業です。
　同時に子どもがワクワクする絵本
のリストも配布しています。

1 カ月の読書量は「読まない」が 47.5%

　文化庁の「平成 25 年度  国語に関する世論調査（全国の 16 歳
以上の男女が対象）」によると、1 カ月の読書量（マンガ・雑誌
を除く）は、「読まない」が最も多く 47.5%。次いで「1,2 冊」
の 34.5% でした。
平成 14 年度調査と
比較すると、「読ま
ない」の割合は、約
10 ポイント増加し
ています。

【1 カ月に読む本の冊数について】

0 10 20 30 40 50

読まない 47.5%
1,2 冊 34.5%

平成 25 年度国語に関す
る世論調査（文化庁）より

3,4 冊 10.9%

(%)

5,6 冊     3.4%
7 冊以上 3.6%

そ
う
だ
、
図
書
館
へ
行
こ
う
！

広報おばま　平成 29. 10 ❷

本を読むすばらしさをみんなに
特集
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　去年、家族で小浜に引っ越し
てきたのですが、図書館が家の
近くにあってうれしいです。
　夏休みの間は、本を借りたり、
企画イベントに行ったり、みん
なで何度も足を運びました。
　兄は歴史や料理の本に興味を
持ち、妹は絵本が大好き、母も
企画展から新しい作家の本を読
み出すなど、図書館には本との

〝出会い〟がたくさんあります。

図書館利用者
増
ま す だ

田 寛
ひ ろ こ

子 さん、
樹
み き と

人くん、あかりちゃん
（中央後ろから・37歳、
8歳、6歳・南川町）

新しい本との出会いがたくさん

　いつも子どもたちと一緒に本
を読みながら楽しんでいます。
最近では、お姉ちゃんが弟に本
を読み聞かせたりもしています。
　図書館には、家族で 2 週間に
1 度は行きます。児童書だけの
フロアがあり、子どもが自分で
本を選んだり、読みやすい雰囲
気があります。司書さんがいろ
いろ〝本の相談〟にのってくれ
るのもうれしいですね。

図書館利用者
岡
おか

 俊
としのぶ

伸 さん、和
か ず よ

世さん、
倫
と も よ

世ちゃん、駿
しゅんのすけ

之介くん
（左後ろから・37歳、
36歳、6歳、4歳・小湊）

子どもたちと一緒に本を楽しむ

■特集ーそうだ、図書館へ行こう！

福井県立若狭図書学習センター 小浜市立図書館▶ ▶

子
ど
も
連
れ
で
も
安
心
利
用

　

市
立
図
書
館
で
は
、
一
般
書
（
６

階
）
と
児
童
書
（
５
階
）
の
フ
ロ
ア

が
分
か
れ
、
カ
ウ
ン
タ
ー
も
別
々
に

あ
る
の
で
、
子
ど
も
連
れ
の
家
族
で

も
気
兼
ね
な
く
利
用
で
き
ま
す
。

　

児
童
書
の
蔵
書
冊
数
は
、
約
６
万

２
千
冊
と
充
実
し
て
い
ま
す
。
特
に

絵
本
は
新
刊
か
ら
昔
の
も
の
ま
で
幅

広
く
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
読
め
る
環
境

　

一
般
書
の
郷
土
資
料
コ
ー
ナ
ー
に

は
、
小
浜
の
も
の
を
中
心
に
、
県
内

の
郷
土
資
料
が
数
多
く
置
い
て
あ
り

ま
す
。
ほ
か
に
も
、
実
用
書
か
ら
雑

誌
、
マ
ン
ガ
な
ど
、
幅
広
い
ジ
ャ
ン

ル
を
置
く
こ
と
で
、
多
く
の
人
が
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
て
本
を
読
め
る
環
境
づ

く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
ホ
ー
ル
も
館
内
に

　

館
内
４
階
に
は
、
絵
画
展
や
写
真

展
な
ど
に
使
え
る
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

や
、
多
人
数
の
読
書
会
や
図
書
館
の

本
を
活
用
し
た
体
験
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
行
う
交
流
ホ
ー
ル
が
あ
り
ま
す

豊
か
な
蔵
書
で
お
出
迎
え

　

県
立
若
狭
図
書
学
習
セ
ン
タ
ー
で

は
、一
般
書
約
20
万
冊
、郷
土
資
料
約

３
万
６
千
冊
、児
童
書
約
４
万
４
千

冊
を
取
り
そ
ろ
え
、各
コ
ー
ナ
ー
で

さ
ま
ざ
ま
な
本
の
特
集
を
展
示
し
て

い
ま
す
。
ほ
か
に
、ビ
デ
オ
ル
ー
ム

で
視
聴
で
き
る
ビ
デ
オ
や
、大
活
字

資
料
、外
国
語
資
料
も
あ
り
ま
す
。

本
に
関
す
る
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

　
「
ウ
エ
ル
カ
ム
！
こ
ど
も
企
画

（
10
月
22
日
㊐
ほ
か
）」
で
は
お
話
し

会
や
演
奏
会
、
体
験
な
ど
の
企
画
事

業
を
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。
ほ
か

に
も
、「
ま
ご
こ
ろ
古
本
市（
10
月
28

日
㊏
）」や「
雑
誌
プ
レ
ゼ
ン
ト（
10
月

28
日
㊏
〜
11
月
５
日
㊐
ほ
か
）」
の

よ
う
な
、
本
に
関
す
る
多
彩
な
イ
ベ

ン
ト
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
機
能
を
持
っ
た
複
合
施
設

　

生
涯
学
習
の
充
実
を
図
る
た
め

に
、
館
内
１
階
に
多
目
的
ホ
ー
ル
や

講
堂
、
学
習
情
報
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を

設
け
、
学
習
活
動
お
よ
び
交
流
・
表

現
が
で
き
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

小浜市立図書館

開館　平日 10 時〜 19 時
　　　（12 月〜 3 月は 18 時まで）
　　　休日 9 時〜 17 時
休館　火曜日・第 4水曜日・第3
　　　日曜日・祝日・年末年始
住所　白鬚 112
　　　白鬚業務棟内 4 〜 6 階
電話　52・1042
蔵書　約 18 万 6 千冊
貸出　1 人 10 冊まで 14 日間

県立若狭図書学習センター

開館　平日 9 時〜 19 時
　　　休日 9 時〜 18 時
休館　月曜日（祝日・夏休み期
　　　間は開館）・祝日の翌日・
　　　第 4 木曜日（2 階図書フ
　　　ロアのみ）・年末年始
住所　南川町 6-11
電話　52・2705
蔵書　約 28 万冊
貸出　1 人 10 冊まで 14 日間

地域の図書館を　 利用しよう！！

テーマ展示「私の好きな一冊」

読書週間（10 月 27 日〜 11 月 9
日）に合わせて、職員が本をお
すすめする企画展を、一般書・児
童書の両コーナーで実施します。

雑誌コーナーを一新！
雑誌コーナーのリニューアルを
行い、新しい雑誌を順次入れて
いきます。貸し出し・予約の解禁
日は発売の 1 カ月後になります。

企画のお知らせ企画のお知らせ

図書カードを    共有できます

市立図書館カード県立図書館カード 詳しくは、各館のカウン    ターへ尋ねてください

テーマ展示「セリフで選ぶ物語」

県では、秋の読書週間に合わせ
た期間に「福井県内公共図書館
利用促進事業」として、図書館
員がすすめる本の展示を一斉に
実施します。本年度のテーマは、

「セリフで選ぶ物語」で、読書
週間が始まる 10 月 27 日㊎か
ら開始する予定です。
※実施状況や期間は各館による
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■市からのお知らせ

■ご意見の一部を紹介します

・小浜で頑張っている人の紹介が以前と比べてたくさ

　んの人を紹介しているため、毎回読むのが楽しみ。

・デザインがリニューアルされて、明るく読みやすく

　なったと思います。

・表紙の字が子どもたちの書道を使っており、すば

　らしいと思います。

・くらしの情報など文字が多すぎて読む気になれない。

　イラストや写真を入れれば、読みやすくなるのでは。

・予算など自分に直接関係しないことは飛ばしてしま

　うので、目が止まるレイアウトなど工夫があれば。

・来年の国体に向けての機運を高めてほしい。

・事実の羅列ではなく、内容の掘り下げた記事がある

　となお良い（素朴な疑問に答える特集記事など）。

・予防医療の特集をしてほしい。

・若者向けの広報活動（SNS 等）も平行して必要では。

・観光客や近隣の広報に力を入れていってもらいたい。

■広報おばまをどのように読んでいますか

必要・関心
のある記事
だけ読む

64％

すべてを
じっくり読む 

19％

見出しや写真
だけ目を通す  

6％

ほとんど
読まない

9％

無回答 1％ その他 1％

■広報おばまに取り上げてほしい内容（複数回答可）

①健康・医療

⑤食のまちづくり

④福祉

③観光・スポット情報

②地域のイベント

0 50 100 150 200

(人)

174

57

162

139

83

■広報おばまのレイアウトについてどう思いますか

ふつう
65％

見やすい  
22％

わからない
8％

見づらい 3％ 無回答 2％

■どのような点を改善すればいいと思いますか（複数回答可）

①地域の情報を
　もっと掲載する

③市内のイベントを
　もっと掲載する

②市民の声や活動　
　をもっと紹介する

④情報をわかり　
　やすく説明する
⑤特集などテーマ
　を掘り下げる

0 50 100 150 200

(人)

178

158

147

105

63

　6 月 30 日から 7 月 21 日までの期間、無
作為に選んだ 20 歳以上の市民 1,000 人を
対象に市の広報についてのアンケートを実
施しました。回答数は 408 人（女性 221 人、
男性 187 人、無回答 1 人）でした。※アン
ケートの全結果は市公式ホームページで公開

「外来生物」とは
　もともとその地域にいなかったのに、
人によって持ち込まれた動物や植物を

「外来生物」と言います。
　中でも、外来生物法で指定された生物
を「特定外来生物」。法律の規制はないが、
在来生物に悪影響を与える生物を「要注
意外来生物」と言います。

　申し込みは、いずれも履歴書を子ども
未来課まで持参または郵送してくださ
い。選考試験は面接（会場は小浜市役所
で、日時は後日通知）にて行います。

※抜き取りや刈り取りを行ったものは、種子飛散を防
　ぐためその場所に積んでください
※花粉は量も少なく重いため、風で遠くへ飛散せず、
　花粉症の原因にはならないと考えられています

【非常勤保育士】
▶勤務場所　公立保育園・こども園
▶職　　務　保育業務
▶募集人数　2 人
▶年　　齢　不問
▶資　　格　保育士資格を有する人
▶雇用期間　雇用日〜平成 30年 3月 31日
　　　　　　※雇用期間延長あり
▶勤務時間　8 時 30 分〜 17時
　　　　　　（休憩時間 1時間含む・時差出勤あり）
▶休　　日　土・日・祝日・年末年始
▶報  酬  額　月額 160,700 円（通勤費相当額あり）

【非常勤保育士補助】
▶勤務場所　公立保育園・こども園
▶職　　務　保育業務補助
▶募集人数　2 人程度
▶年　　齢　不問
▶資　　格　不問
▶雇用期間　雇用日〜平成 30年 3月 31日
　　　　　　※雇用期間延長あり
▶勤務時間　8 時 30 分〜 17時
　　　　　　（休憩時間 1時間含む・時差出勤あり）
▶休　　日　土・日・祝日・年末年始
▶報  酬  額　月額 144,200 円（通勤費相当額あり）

▶広報おばまでは、アンケートの結果をふまえて、
　毎年紙面のリニューアルを行っています。今号
　では、「くらしの情報」を中心により読みやすい
　レイアウトの変更を行いました。希望の多い記
　事についても次号以降で掲載を準備しています。

　市民の皆さんから広報への意見を聞き、より親しまれる広報
紙にするため、アンケートを実施しました。結果の一部を紹介
します。ご協力いただいた皆さん、ありがとうございました。

■問い合わせ　市民協働課☎ 64・6009

　「セイタカアワダチソウ」を知っていますか？北アメリ
カ原産で、環境省の要注意外来生物リストに掲載されてい
る外来植物です。繁殖力が強く、近年、市内でも多く生育
するようになっています。ススキなどの在来植物に影響を

与え、小浜の農村景観が損なわれる心配があります。

■問い合わせ　環境衛生課☎ 64・6016

　市では、公立保育園の保育士と保育士補助（共に非常勤）
を募集しています。子どもが好きな人、保育士の仕事に興

味がある人の応募を待っています。

■問い合わせ　子ども未来課☎ 64・6013

【 平成29年度  広報アンケート結果 】セイタカアワダチソウの駆除にご協力を

公立保育園の保育士（非常勤）を募集 !!

特徴

駆除
方法

●河原や空き地などに群生し、0.5 〜
　3㍍程の高さに成長。10 〜 11 月にか
　けて黄色い花を咲かせる。
●種子と地下茎の両方から繁殖。
●根と地下茎から他の植物の成長を妨
　げる物質を分泌する。

●根から花を抜き取る（地下茎からも
　繁殖するので効果がある）。
●花が咲いても種になる前に刈り取れ
　ば、繁殖を防げる。年に 2 回以上（夏
　から秋）刈り取りを行えば、成長や開
　花・種子飛散を抑制。
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第 38回北信越国民体育大会ウエイトリフティン
グ競技で福井代表が優勝（若狭東高校・8月27日）

第 38 回北信越国民体育大会ラグビーフットボー
ル競技が開催。地元勢も奮闘（口田縄・8月 19日）

環境美化デーに市民や団体、事業者が行政と協働
して市内の清掃活動を実施（川崎三丁目・9月2日）

第 5回ビーチソフトバレー大会に 8チーム、37
人が出場（若狭鯉川シーサイドパーク・8月26日）

口名田ふるさとづくり協議会が「投網にチャレン
ジ鮎を穫って食べよう」を開催（下中井・8月20日） 小浜自動車学校の教習生 20人が「若狭おばま魅

力発見バスツアー」に参加（食文化館・9月 5日）

S
サ バ ア

ABAR鯖街道京都烏丸店がオープン。松崎市長ら
がサバ寿司をカットして祝う（京都市・9月1日）

85㌔級で大会新を記録

国体出場権を賭けて熱戦相次ぐ

ボランティアで環境美化を促進

地域の資源を有効活用

親子ら約30人が自然を満喫 教習生に小浜のいいとこ PR

国体に向けてアスリートが集結

小浜と鯖街道のアンテナ料理店に

Photo フォトニュースNews市在住またはふるさと選手60人に、市長、議長を加
えた「チームおばま」を結成（市庁舎・8月 29日）

小浜商工会議所が「新商品・新サービス合同記
者発表会」を初めて開催（大手町・8月 18日）

10事業者がメディアにPR

宝くじの助成を受けて、市内の親子がシーカヤッ
クや S

サ ッ プ

UP などの海遊びを体験（犬熊・9月 3日）

保育の仕事を笑顔で体験

親子で「海のあるふるさと」を満喫

市内各所で盂
う ら ぼ ん

蘭盆の風物詩となっている伝統行
事「地蔵盆」が営まれる（小松原川西・8月 23日）

お盆の伝統行事にぎやかに

小浜第二中学校 2年生が夏休み期間を利用して、
さまざまな職場を体験（松永保育園・8月 24日）
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小浜市役所
〒 917-8585 小浜市大手町 6-3
☎ 0770-53-1111( 代 )
FAX 0770-53-0742( 代 )
HP http://www1.city.obama.fukui.jp/ 

イ
ベ
ン
ト

　

北ほ
っ
か
い
ど
う

海
道
歌う

た

旅た
び
ざ座
に
よ
る
、
懐
か
し
い
昭

和
の
流
行
歌
を
21
世
紀
に
よ
み
が
え
ら
せ

る
ヒ
ッ
ト
パ
レ
ー
ド
で
す
。

▼
と
き　

10
月
14
日
㊏
14
時
〜

▼
と
こ
ろ　

文
化
会
館
（
大
手
町
）

▼
出
演　
Ｊじ

ゅ

ん

こ

Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｏ
（
歌
・
ピ
ア
ノ
）、

　

ザ
・
サ
ー
モ
ン
ズ
（
コ
ー
ラ
ス
・
ダ
ン

　

ス
・
伴
奏
）

▼
料
金　

一
般
・
前
売
１
８
０
０
円
（
当
日

　

２
３
０
０
円
）、77
歳
以
上
１
０
０
０
円
、

　

高
校
生
以
下
５
０
０
円

▼
と
き　

10
月
18
日
㊌
12
時
20
分
〜
13
時

▼
と
こ
ろ　

庁
舎
市
民
ホ
ー
ル（
大
手
町
）

▼
内
容　

若
狭
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の

　
「
コ
ス
モ
ス
の
花
に
揺
れ
て
」

　

認
知
症
の
人
の
人
権
を
テ
ー
マ
に
、
家

族
や
地
域
、
周
囲
の
人
の
接
し
方
に
つ
い

て
学
ぶ
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

10
月
21
日
㊏
13
時
30
分
〜
15
時

▼
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館（
大
手
町
）

▼
内
容　
「
ぼ
け
」
て
も
心
は
生
き
て
い
る

　

〜
認
知
症
の
人
の
理
解
と
接
し
方
〜

▼
講
師　

髙た
か
み見
国く

に
お生
さ
ん
（（
公
社
）
認

　

知
症
の
人
と
家
族
の
会
顧
問
）

▼
料
金　

無
料
（
申
込
不
要
）

　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
温
か
い
ま
ち
を
目

指
し
て
、
高
齢
者
福
祉
の
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。
当
日
は
、医
師
の
講
演
会
や
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
抽
選
会
、
介
護
用
品

の
展
示
、
食
品
販
売
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

▼
と
き　

10
月
29
日
㊐
10
時
30
分
〜
15
時

▼
と
こ
ろ　
サ
ン
・
サ
ン
ホ
ー
ム
小
浜（
遠
敷
）

▼
講
演
会　
「
１
８
１
０
年
の
ア
ウ
ト
ブ
レ

　

イ
ク
〜
杉
田
玄
白
も
う
一
つ
の
戦
い
〜
」

　

10
時
45
分
〜
11
時
45
分

▼
講
師　

山や
ま
む
ら村
修お

さ
む

さ
ん
（
福
井
大
学
地
域

　

医
療
推
進
講
座
講
師
・
医
師
）

▼
料
金　

無
料
（
申
込
不
要
）

▼
問
い
合
わ
せ　

元
気
い
き
い
き
シ
ル
バ

　

ー
フ
ェ
ア
事
務
局
☎
56
・
５
８
５
５

　

日
本
で
唯
一
の
森
林
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

が
、
最
先
端
の
林
業
の
話
題
に
つ
い
て
講

演
し
ま
す
。
講
演
会
参
加
者
に
は
、
緑
化

苗
木
を
無
料
配
布
。
森
の
感
謝
祭
も
同
時

開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

10
月
22
日
㊐
13
時
30
分
〜

　
　
　
　

※
森
の
感
謝
祭
は
９
時
〜

▼
と
こ
ろ　

れ
い
な
ん
森
林
組
合
、
森
林

　

の
研
修
館
・
森
林
の
水
Ｐ
Ｒ
館（
神
宮

　

寺
）

▼
講
師　

田た
な
か中

淳あ
つ
お夫

さ
ん
（
森
林
ジ
ャ
ー

　

ナ
リ
ス
ト
）

▼
定
員　

先
着
１
５
０
人
（
講
演
会
）　

▼
料
金　

無
料
（
申
込
不
要
）

▼
問
い
合
わ
せ　

れ
い
な
ん
森
林
組
合
☎

　

56
・
５
６
０
０

つ
き
イ
チ
「
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
」

人
権
啓
発
講
演
会

昭
和
の
う
た
コ
ン
サ
ー
ト

Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｎ
国
際
交
流
の
つ
ど
い

市
営
住
宅
（
下
半
期
）
空
家
入
居
申
込
者

文
化
会
館
☎
53
・
９
７
０
０

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
64
・
６
０
３
３

文
化
会
館
☎
53
・
９
７
０
０

商
工
観
光
課

都
市
整
備
課
☎
64
・
６
０
２
６

消
費
生
活
講
演
会

消
費
生
活
相
談
室
☎
64
・
６
０
０
７

　

さ
ま
ざ
ま
な
詐
欺
や
悪
質
商
法
な
ど
の
、

心
理
学
研
究
の
第
一
人
者
と
し
て
活
躍
す

る
講
師
に
よ
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

人
が
だ
ま
さ
れ
る
か
ら
く
り
を
心
理
学
の

面
か
ら
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

▼
と
き　

10
月
15
日
㊐
13
時
30
分
〜
15
時

▼
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
（
大
手
町
）

▼
内
容　

人
は
誰
で
も
だ
ま
さ
れ
る
！
〜

　

心
理
学
か
ら
見
る
詐
欺
・
悪
質
商
法
〜

▼
講
師　

西に
し
だ田
公き

み
あ
き昭
さ
ん
（
立
正
大
学
心

　

理
学
部　

対
人
・
社
会
心
理
学
科
教
授
）

▼
料
金　

無
料
（
申
込
不
要
）

市民の皆さんのくらしに役立つ情報をお届けします

杉
田
玄
白
没
後
２
０
０
年
記
念
事
業

元
気
い
き
い
き
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ア

森
林
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
よ
る

講
演
会
と
森
の
感
謝
祭
！

高
齢
・
障
が
い
者
元
気
支
援
課

農
林
水
産
課

募
集

▼
と
き　

10
月
６
日
㊎
、
17
日
㊋

　
　
　
　

い
ず
れ
も
10
時
〜
13
時

▼
と
こ
ろ　

食
文
化
館（
川
崎
三
丁
目
）

▼
内
容　

地
魚
の
ア
ク
ア
パ
ッ
ツ
ァ
、
地

　

魚
の
手
づ
く
り
ピ
ザ
、
キ
ノ
コ
と
ジ
ャ
ガ

　

イ
モ
の
ス
ー
プ
、
イ
チ
ジ
ク
の
ケ
ー
キ

▼
定
員　

各
先
着
30
人

▼
参
加
費　

８
０
０
円

▼
申
込
期
限　

実
施
日
の
３
日
前

季
節
の
調
理
体
験（
10
月
編
）

御
食
国
若
狭
お
ば
ま
食
文
化
館
☎
53
・
１
０
０
０

ヒ
ッ
ト
商
品
開
発
販
売
塾

農
林
水
産
課
☎
64
・
６
０
２
３

　
「
地
域
の
い
い
も
の
」を「
売
れ
る
商
品
」

に
す
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
専
門
家

が
わ
か
り
や
す
く
、
直
接
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
ま
す
。

▼
と
き
　
10
月
12
日
㊍
13
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ
　
四
季
菜
館
会
議
室（
府
中
）

▼
内
容
　
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
や
、
正

　

し
い
価
格
設
定
を
学
び
ま
す

▼
対
象
　
市
内
の
農
林
漁
業
者
（
新
規
就

　

業
希
望
者
含
む
）
や
事
業
者
、
支
援
機

　

関
の
人
な
ど

▼
料
金
　
無
料

▼
申
し
込
み
　
事
前
に
担
当
課
ま
で

▼
そ
の
他
　
電
卓
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

▼
と
き　

10
月
29
日
㊐
10
時
〜

▼
と
こ
ろ　

市
民
体
育
館
（
後
瀬
町
）

▼
内
容　

各
種
ス
ポ
ー
ツ
交
流
や
日
本
の

　

昔
遊
び
体
験
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
ダ
ン
ス
の

　

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど

▼
料
金　

無
料
（
申
込
不
要
）

▼
そ
の
他　

上
履
き
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ　

Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｎ
国
際
交

　

流
の
つ
ど
い
実
行
委
員
会
☎
０
７
７
０

　

・
21
・
３
４
５
５

▼
対
象
住
宅　

市
内
各
団
地
住
宅
の
空
き
家

▼
申
込
期
間　

10
月
２
日
㊊
〜
31
日
㊋

　

※
期
限
厳
守

▼
抽
選
日　

11
月
30
日
㊍
10
時

▼
そ
の
他　

申
込
書
は
都
市
整
備
課
で
配
布

今月のイベント

しりつとしょかん おはなしかい
とき　10 月 14 日㊏
　　　① 10時 30分〜
　　　② 11時〜
　　　③ 14時 30分〜
内容　① 0〜 2歳向け
　　　②③ 3歳以上向け

おばま児童文学会「風夢」
のおはなし会

とき　10 月 28 日㊏ 11 時〜

■問い合わせ
　市立図書館（白鬚）
　☎ 52・1042

■市立図書館

■第 5回旭座上方落語会
　▶とき　10月 8日㊐ 14 時〜
　▶出演　月

つきてい

亭八
はっぽう

方、桂
かつら

文
ぶ ん ざ

三、林
はやしや

家染
そめきち

吉、
　　　　　桂

かつら

弥
や た ろ う

太郎、勝
かつ

正
ま さ こ

子（三味線）
　▶料金　前売 2,000 円
　　　　　当日 2,500 円
　問まちの駅☎ 52・2000

■笑待夢〜ふたりのショータイム〜
　▶とき　10月 21日㊏ 14 時〜
　▶出演　長

な が い

井みつる、林
はやし

久
く み こ

美子
　▶料金　3,500 円
　問「夢雲」実行委員会☎ 0770・62・0334

■旭座シネマ「秋の映画祭」
　旭座シネマでは市民が気軽に集う映画館
　の復興を目指して上映会を開催します。
　▶とき　10月 29日㊐
　　① 10時〜「ルパン三世カリオストロの城」
　　② 14時〜「ディア・ドクター」
　▶料金　いずれの回も 500 円
　問若狭ふれあいセンター☎ 53・2010

まちの駅「旭座」イベント情報
※ 10月予定の主なものをお知らせします

お
知
ら
せ

　

夕
方
に
な
る
と
、
子
ど
も
へ
の
声
か
け

事
案
な
ど
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

県
お
よ
び
市
で
は
、
そ
の
時
間
帯
に
合
わ

せ
て
、
大
人
が
屋
外
で
の
作
業
や
散
歩
な

ど
を
行
う
こ
と
で
、「
地
域
の
目
」
と
し

て
子
ど
も
を
見
守
る「
夕
方
見
守
り
運
動
」

の
普
及
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
と
は
違
い
、
集
ま
っ

た
り
、
登
録
し
た
り
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
誰
に
で
も
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
夕
方
見
守
り
運
動
」
に
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
毎
月
18
日
（
防
犯
の
日
）
は
、「
夕
方

　

見
守
り
県
民
運
動
の
日
」
で
す

「
夕
方
見
守
り
運
動
」
に
協
力
を

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
64
・
６
０
３
３

商
工
観
光
課

10
月
は
年
次
有
給
休
暇
取
得

促
進
期
間
で
す

商
工
観
光
課

【
働
い
て
い
る
皆
さ
ん
へ
】

　

年
次
有
給
休
暇
の
取
得
に
は
、
会
社
に

申
し
出
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
職
場
と
調

和
を
図
り
、
計
画
的
に
取
得
し
ま
し
ょ
う

【
経
営
者
の
皆
さ
ん
へ
】

　

翌
年
の
事
業
計
画
を
検
討
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
従
業
員
の
年
次
有
給
休
暇
取

得
を
考
慮
し
ま
し
ょ
う
。
労
使
協
定
を
結

ぶ
こ
と
で
、
計
画
的
に
取
得
日
を
割
り
振

る
こ
と
が
で
き
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。
年

次
有
給
休
暇
を
取
得
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

▼
問
い
合
わ
せ　

福
井
労
働
局
雇
用
環
境
・

　

均
等
室
☎
０
７
７
６
・
22
・
３
９
４
７

国
の
教
育
ロ
ー
ン（
日
本
政
策
金
融
公
庫
）

商
工
観
光
課

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高
校
、
大

学
な
ど
へ
の
入
学
時
・
在
学
中
に
か
か
る

費
用
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で

す
。

▼
融
資
額　

子
ど
も
一
人
に
つ
き
３
５
０

　

万
円
以
内

▼
金
利　

１
・
８
１
㌫

▼
返
済
期
間　

15
年
以
内

▼
問
い
合
わ
せ　

日
本
政
策
金
融
公
庫
教
育

　

ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎
０
５
７
０

　

・
０
０
８
６
５
６

くらしの情報
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健
康
・
福
祉

マ
ダ
ニ
に
注
意

ス
ポ
ー
ツ

　

ス
ク
ー
ル
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
幼

児
・
児
童
合
わ
せ
て
７
人
が
ス
ク
ー
ル
生

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
体
験
か
ら
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
と
き
　
毎
週
日
曜
日
９
時
〜
11
時

▼
と
こ
ろ
　
総
合
運
動
場
（
口
田
縄
）

▼
対
象
　
４
歳
〜
小
学
６
年
生

▼
参
加
費
　
１
０
０
０
円
（
ス
ポ
ー
ツ
安
全

　

保
険
に
加
入
）
※
本
年
度
は
年
会
費
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
　
小
浜
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー

　

ル
代
表
の
一い

ち
わ和

さ
ん
☎
０
８
０
・
８
６
９

　

８
・
２
１
５
２

▼
と
き
　
10
月
〜
平
成
30
年
３
月

　

第
４
木
曜
日
の
14
時
30
分
〜
15
時
30
分　

　

計
６
回

▼
と
こ
ろ
　
若
狭
総
合
公
園
温
水
プ
ー
ル

　
（
北
塩
屋
）

▼
対
象
者
　
60
歳
以
上
の
人

▼
参
加
費
　
無
料
（
通
常
の
プ
ー
ル
利
用

　

料
は
必
要
）

▼
申
込
期
間
　
９
月
27
日
㊌
〜
10
月
20
日
㊎

※
今
年
度
の
教
習
泳
法
は
ク
ロ
ー
ル
で
す

小
浜
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

高
齢
者
（
60
歳
以
上
）
水
泳
教
室

若
狭
総
合
公
園
温
水
プ
ー
ル
☎
53
・
０
４
５
０

西
依
家
文
書
・
酒
井
家
文
庫
を
公
開

文
化
課
☎
64
・
６
０
３
４

　

開
館
10
周
年
を
迎
え
た
山
川
登
美
子
記

念
館
に
お
い
て
、
昨
年
、
市
に
寄
贈
さ
れ

た
藩
校
資
料
で
あ
る
西
依
家
文
書
を
初
公

開
。
ま
た
、
酒
井
家
文
庫
（
市
指
定
文
化

財
）
も
公
開
し
ま
す
。

▼
と
き　

10
月
18
日
㊌
〜
23
日
㊊

　

９
時
〜
17
時（
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
）

　

※
22
日
㊐
14
時
〜
文
化
課
学
芸
員
に
よ

　
　

る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
開
催

▼
と
こ
ろ　

山
川
登
美
子
記
念
館
（
千
種

　

一
丁
目
）

▼
展
示
テ
ー
マ　
「
小
浜
藩
校　

順
造
館

　

と
藩
校
教
授
西
依
家
」
〜
教
え
る
者
と

　

学
ぶ
者
〜

▼
入
館
料　

大
人
３
０
０
円
、
高
校
・
大

　

学
生
２
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

就
業
構
造
基
本
調
査
を
実
施

市
民
協
働
課
☎
64
・
６
０
０
９

　

本
調
査
は
、
10
月
１
日
現
在
の
国
民
の

普
段
の
就
業
・
不
就
業
の
状
態
を
詳
細
に

把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
雇
用
政
策
を
始

め
、
経
済
政
策
な
ど
に
必
要
な
基
礎
資
料

を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

統
計
調
査
員
が
、
調
査
区
の
中
で
対
象

と
な
っ
た
３
０
０
世
帯
（
無
作
為
抽
出
）

に
伺
い
ま
す
の
で
、協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

行
政
相
談
週
間

夜
間
労
働
相
談
会

市
民
協
働
課
☎
64
・
６
０
０
９

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
行
政
（
国
や

県
、市
の
仕
事
）
に
対
す
る
意
見
や
要
望
、

苦
情
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
行
政
相
談
委
員

が
行
政
と
の
間
に
立
ち
、
公
正
・
中
立
な

立
場
か
ら
問
題
解
決
の
手
伝
い
を
し
ま
す
。

【
行
政
相
談
週
間
】　
10
月
16
㊊
〜
22
日
㊐

【
定
例
相
談
】

▼
と
き　

毎
月
第
三
火
曜
日

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

　
　
　
　

10
月
は
17
日
㊋

▼
と
こ
ろ　

庁
舎
１
階
１
０
１
会
議
室

　
（
大
手
町
）

【
行
政
相
談
委
員
】　
山や

ま
う
ち内

良よ
し
ひ
ろ弘

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

中な
か
の野

純じ
ゅ
ん
こ子

さ
ん

※
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守

※
行
政
相
談
業
務
を
所
管
す
る
国
の
機
関

　
「
福
井
行
政
評
価
事
務
所
」
は
10
月
か
ら

　
「
福
井
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー
」

　

に
名
称
が
変
更
し
ま
す

　

県
労
働
委
員
会
で
は
、
委
員
が
直
接
相

談
に
応
じ
る
無
料
の
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。

▼
と
き　

10
月
24
日
㊋
、
11
月
28
日
㊋
、

　
　
　
　

12
月
12
日
㊋

　
　
　
　
い
ず
れ
も
18
時
30
分
〜
20
時

▼
と
こ
ろ　

県
庁
内
会
議
室
（
福
井
市
）

▼
対
象　

県
内
の
労
働
者
、
使
用
者
い
ず

　

れ
の
人
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。
雇

　

用
形
態
も
問
い
ま
せ
ん

▼
申
込
方
法　

相
談
日
の
前
日
ま
で
に
同

　

事
務
局
ま
で
電
話
か
メ
ー
ル
に
て
予
約

▼
申
込
先　

県
労
働
委
員
会
事
務
局
☎

　

０
７
７
６
・
20
・
０
５
９
７

　

メ
ー
ルroui@

pref.fukui.lg.jp

※
秘
密
厳
守

特
定
健
診
受
診
率
向
上
事
業

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

　

本
年
度
特
定
健
診
を
受
け
て
い
な
い
人

は
、
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
か
ら
検
査

デ
ー
タ
を
直
接
提
出
し
て
も
ら
う
と
、
特

定
健
診
を
受
け
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
対
象
　
次
の
要
件
を
満
た
す
人

　
　
　
　
①
市
国
民
健
康
保
険
加
入
の
40

　
　
　
　
　

歳
〜
74
歳
の
人

　
　
　
　

②
定
期
的
に
医
療
機
関
に
か
か

　
　
　
　
　

っ
て
い
る
人
（
５
月
〜
８
月

　
　
　
　
　

診
療
分
）

※
対
象
の
人
に
は
、
届
出
用
紙
を
送
付
。

　

署
名
の
う
え
、
医
療
機
関
に
提
出

  西
にしより

依成
せいさい

斎に宛てた９代目藩主、酒
さ か い

井忠
ただつら

貫公の書状

み
ん
な
で
あ
そ
ぼ（
子
育
て
教
室
）

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

▼
と
き
・
と
こ
ろ
　
10
月
５
日
㊍
＝
加
斗

　

公
民
館
（
上
加
斗
）、
10
日
㊋
＝
宮
川

　

公
民
館
（
加
茂
）、
19
日
㊍
＝
松
永
公

　

民
館
（
上
野
）、
31
日
㊋
＝
国
富
公
民

　

館
（
栗
田
）

　

い
ず
れ
も
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
内
容　

親
子
遊
び
や
手
づ
く
り
お
や
つ

　

の
試
食
、
子
育
て
相
談
ほ
か

▼
対
象　

入
園
前
の
子
ど
も
と
保
護
者

▼
参
加
費　

無
料
（
申
込
不
要
）

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

▼
と
き
　
10
月
16
日
㊊
〜
12
月
31
日
㊐

▼
と
こ
ろ
　
指
定
医
療
機
関

▼
対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　
　
　
　

①
満
65
歳
以
上
（
昭
和
27
年
12

　
　
　
　
　

月
31
日
以
前
生
ま
れ
）
の
人

　
　
　
　

②
満
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、

　
　
　
　
　

内
部
障
害
の
身
体
障
害
者
手

　
　
　
　
　

帳
１
級
程
度
の
人

　
　
　
　
　

※
①
は
予
診
票
を
郵
送

　
　
　
　
　

※
②
は
要
本
人
申
し
込
み

▼
料
金　

２
２
０
０
円
（
生
活
保
護
受
給

　

者
は
無
料
）

※
市
外
医
療
機
関
で
接
種
の
場
合
、
別
途

　

費
用
が
か
か
る
場
合
あ
り

※
医
療
機
関
へ
の
事
前
予
約
が
必
要

職
場
で
の
悩
み
ご
と
無
料
相
談
会

商
工
観
光
課

商
工
観
光
課

　

県
労
働
委
員
会
で
は
、
解
雇
や
賃
金
、

労
使
関
係
へ
の
悩
み
に
専
門
家
が
応
じ
る

無
料
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

10
月
15
日
㊐

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

越
前
市
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

　
（
越
前
市
）

▼
問
い
合
わ
せ　

県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
７
７
６
・
20
・
０
５
９
７

※
秘
密
厳
守
、
予
約
不
要

　

建
築
物
に
使
用
さ
れ
て
い
る
建
材
の
ア

ス
ベ
ス
ト
の
含
有
に
つ
い
て
、
専
門
の
調

査
機
関
に
分
析
を
依
頼
す
る
場
合
、
費
用

の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
で
す
。

　

本
補
助
制
度
が
、
国
の
事
業
見
直
し
に

よ
り
、本
年
度
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
ま
す
。

吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
調
査
を
考
え
て

い
る
人
は
、
早
め
に
都
市
整
備
課
ま
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
事
業

補
助
の
廃
止

都
市
整
備
課
☎
64
・
６
０
２
６

家
屋
評
価
に
協
力
を

税
務
課
☎
64
・
６
０
０
４

　

市
で
は
、
固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税

の
適
正
課
税
の
た
め
、
家
屋
評
価
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
税
務
課
職
員
が
事
前
に
調

査
依
頼
の
連
絡
を
行
い
、
日
程
を
調
整
し

ま
す
の
で
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
対
象　

平
成
29
年
１
月
１
日
以
降
に
新

　

築
ま
た
は
増
築
し
た
家
屋

※
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
、
翌
年
度
に

　

税
金
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
、
本
年
中

　

に
税
務
課
に
備
え
付
け
、
ま
た
は
市
Ｈ

　

Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
家
屋
滅
失

　

申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

乾
燥
肥
料
の
無
料
配
布

衛
生
管
理
所
☎
52
・
１
５
２
２

　

し
尿
を
処
理
し
た
後
に
で
き
る
「
乾
燥

肥
料
」
を
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

▼
と
き　

10
月
15
日
㊐
８
時
30
分
〜
12
時

▼
と
こ
ろ　

衛
生
管
理
所
（
荒
木
）

▼
個
数　

一
人
30
袋
ま
で
（
な
く
な
り
し

　

だ
い
終
了
）

※
開
封
後
は
早
め
に
散
布
し
、
必
ず
覆ふ

く
ど土

　

し
て
く
だ
さ
い
。
野
外
保
管
の
際
は
必

　

ず
シ
ー
ト
な
ど
で
覆
っ
て
く
だ
さ
い

宝
く
じ
は
県
内
市
町
で
購
入
を

（
公
財
）
福
井
県
市
町
振
興
協
会
☎
０
７
７
６
・
57
・
１
６
３
３

　

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
か
ら
衣
替
え
を
し

た
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
の
収
益
金
は
、

市
や
町
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

に
使
わ
れ
ま
す
。
県
内
の
市
町
に
あ
る
宝

く
じ
売
り
場
で
購
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
発
売
期
間　

10
月
11
日
㊌
〜
31
日
㊋

雇
用
・
年
金 

な
ん
で
も
無
料
相
談
会

福
井
県
社
会
保
険
労
務
士
会
嶺
南
支
部
☎
52
・
３
２
６
３

　

公
的
年
金
や
雇
用
保
険
、
そ
の
他
労
働

問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
労
務
士

が
応
じ
る
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

10
月
４
日
㊌
10
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

庁
舎
市
民
ホ
ー
ル（
大
手
町
）

▼
相
談
内
容　

健
康
保
険
、
年
金
保
険
、

　

雇
用
保
険
、
労
災
保
険
、
労
働
問
題
な

　

ど
に
つ
い
て

※
予
約
不
要

市民の皆さんのくらしに役立つ情報をお届けします くらしの情報



▶とき　10 月 9日㊊㊗　9時 30分〜 12時
▶ところ　文化会館（大手町）
▶内容　
　■拉致被害者・家族の現況報告
　　松

まつざき

崎晃
こうじ

治小浜市長
　　　（拉致被害者　地

ちむら

村夫妻の地元市長）
　　櫻

さくらい

井雅
まさひろ

浩柏崎市長
　　　（拉致被害者　蓮

はすいけ

池夫妻の地元市長）
　　三

みうら

浦基
もとひろ

裕佐渡市長
　　　（拉致被害者　曽

そ が

我ひとみさんの地元市長）
　■拉致問題啓発講演会
　　演題「拉致問題の早期解決を願って…」
　　拉致被害者家族連絡会代表
　　　飯

いいづか

塚繁
しげお

雄さん（拉致被害者
　　　　　　　　　　　田

たぐち

口八
や え こ

重子さんの兄）

■拉致被害者家族・特定失踪者家族の訴え
　【拉致被害者家族の訴え】
　　曽

そ が

我ひとみさん
　【拉致被害者手紙メッセージ紹介】
　　蓮

はすいけ

池薫
かおる

・祐
ゆ き こ

木子夫妻
　【特定失踪者家族の訴え】
　　特定失踪者家族会会長
　　　大

おおさわ

澤昭
しょういち

一さん（新潟市の特定失踪者
大
おおさわ

澤孝
こうじ

司さんの兄）
　　県内の特定失踪者家族
　　　河

かわい

合喜
き よ こ

代子さん（越前市の特定失踪者　
河
かわい

合美
み ち え

智愛さんの母）
■帰国 15年を迎えて
　地

ちむら

村保
やすし

志さん・富
ふ き え

貴恵さん夫妻
※事前申込不要、入場料無料
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里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン
相
談
会

ち
ち
☆
は
は
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ

子
ど
も
の
急
病
時
の
対
処
法
講
習
会

楽
・
ら
く
介
護
講
座

子
ど
も
未
来
課

高
齢
・
障
が
い
者
元
気
支
援
課

高
齢
・
障
が
い
者
元
気
支
援
課

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

嶺
南
地
域
福
祉
相
談
・
介
護
実
習
普
及
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
７
８
３
２

　
県
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
事
情
の
子
ど
も

た
ち
を
自
分
の
家
に
迎
え
入
れ
、
温
か
い

愛
情
を
持
っ
て
一
緒
に
生
活
を
す
る
「
里

親
さ
ん
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。「
里
親

制
度
説
明
会
」
に
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

10
月
20
日
㊎
18
時
30
分
〜
20
時

▼
と
こ
ろ　

パ
レ
ア
若
狭
（
若
狭
町
）

▼
内
容　

里
親
制
度
の
説
明
、
里
親
の
体

　

験
談

▼
対
象　

里
親
に
興
味
が
あ
る
人

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

県
嶺
南
振
興
局
敦
賀
児
童
相
談
所
☎
０

　

７
７
０
・
22
・
０
８
５
８

※
当
日
参
加
も
可
能
で
す
が
、
で
き
る
だ

　

け
事
前
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い

　
県
障
害
者
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で

は
、W

ord

やExcel

、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
操
作
方
法
な
ど
、
パ
ソ
コ
ン
に
関
す
る

相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
き　

10
月
21
日
㊏
　
①
11
時
〜
12
時

　
②
13
時
〜
14
時
③
14
時
〜
15
時

▼
と
こ
ろ　

文
化
会
館
（
大
手
町
）

▼
対
象　

県
内
在
住
の
障
が
い
が
あ
る
人

▼
定
員　

各
時
間
２
人
（
予
約
先
着
順
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
し
込
み　

県
障
害
者
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト

　

セ
ン
タ
ー
☎
０
７
７
６
・
27
・
１
５
５
５

※
相
談
は
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
実
施

　
県
発
達
障
害
児
者
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ス

ク
ラ
ム
福
井
」
と
市
で
は
、
発
達
障
が
い

の
子
ど
も
を
育
て
て
い
る
保
護
者
が
集

い
、
情
報
交
換
を
行
う
「
ち
ち
☆
は
は
サ

ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

10
月
18
日
㊌
10
時
〜
12
時

▼
と
こ
ろ　
サ
ン
・
サ
ン
ホ
ー
ム
小
浜（
遠
敷
）

▼
参
加
費　

無
料
（
申
込
不
要
）

※
出
入
り
自
由

　

子
ど
も
の
急
病
や
、
け
が
を
し
た
と
き

の
対
処
法
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
と
き
　
10
月
２
日
㊊
10
時
〜
11
時

▼
と
こ
ろ
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー（
南
川
町
）

▼
対
象　

乳
幼
児
の
子
を
も
つ
保
護
者
、

　

祖
父
母
な
ど

▼
講
師　

柿か
き
ぬ
ま沼
智と

も
ひ
こ彦
さ
ん
（
杉
田
玄
白
記

　

念
公
立
小
浜
病
院
小
児
科
医
師
）

▼
参
加
費　

無
料
（
申
込
不
要
）

※
託
児
は
申
し
込
み
が
必
要

　

嶺
南
地
域
福
祉
相
談
・
介
護
実
習
普
及

セ
ン
タ
ー
で
は
、
一
般
や
家
族
介
護
者
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
を
対
象
に
、
介
護
に

関
す
る
知
識
・
技
術
を
習
得
で
き
る
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
　
10
月
17
日
㊋
、
11
月
21
日
㊋
、

　

12
月
７
日
㊍

　

い
ず
れ
も
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

▼
と
こ
ろ
　
嶺
南
地
域
福
祉
相
談
・
介
護

　

実
習
普
及
セ
ン
タ
ー
（
白
鬚
）

▼
定
員　

各
20
人

▼
申
込
期
限　

開
催
日
の
３
日
前

▼
申
し
込
み　

同
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け

　

の
申
込
書
を
提
出

生
活
習
慣
病
検
診
（
土
曜
検
診
）

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

▼
と
き
　
10
月
14
日
㊏

▼
と
こ
ろ
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー（
南
川
町
）

▼
内
容　

特
定（
基
本
）健
診
、が
ん
検
診

　
（
肺
・
胃
・
大
腸
・
子
宮
頸
・
乳
・
前
立
腺
）、

　

Ｃ
・
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
、骨
検
診

▼
申
込
期
限　

検
診
日
の
10
日
前
ま
で

生
活
習
慣
病
検
診

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

▼
と
き
・
と
こ
ろ
　
10
月
11
日
㊌
＝
今
富

　

公
民
館
（
和
久
里
）、
30
日
㊊
＝
健
康
管

　

理
セ
ン
タ
ー
（
南
川
町
）、
11
月
７
日
㊋

　

＝
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
（
南
川
町
）

▼
内
容　

特
定（
基
本
）健
診
、が
ん
検
診

　
（
肺
・
胃
・
大
腸
・
子
宮
頸
・
乳
・
前
立
腺
）、

　

Ｃ
・
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
、骨
検
診

　

※
10
月
11
日
は
骨
検
診
な
し

　

※
11
月
７
日
の
乳
が
ん
検
診
は
時
間
予

　
　

約
制

▼
申
込
期
限　

検
診
日
の
10
日
前
ま
で

※
特
定
健
診
は
加
入
の
健
康
保
険
者
が
発

　

行
し
た
受
診
券
が
必
要

生
活
習
慣
病
検
診
（
女
性
限
定
）

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

▼
と
き
　
10
月
27
日
㊎

▼
と
こ
ろ
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー（
南
川
町
）

▼
内
容　

特
定（
基
本
）健
診
、が
ん
検
診

　
（
肺
・
胃
・
大
腸
・
子
宮
頸
・
乳
）、
Ｃ
・
Ｂ

　

型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
、骨
検
診

▼
申
込
期
限　

検
診
日
の
10
日
前
ま
で

※
託
児
あ
り
。
検
診
申
し
込
み
時
に
合
わ

　

せ
て
予
約
し
て
く
だ
さ
い

食
中
毒
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

　

食
事
前
に
は
手
を
き
れ
い
に
洗
う
な

ど
、
家
族
み
ん
な
で
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

▼
予
防
の
三
原
則

　
「
ヒ
ト
・
食
品
・
器
具
の
清
潔
保
持
」

　
「
迅
速
な
調
理
と
冷
蔵
保
存
」

　
「
充
分
な
加
熱
調
理
」　　
　

　県では、家庭が「憩いの場、教育の場、明日の力
を生み出す場」となるよう、家族とのふれあいの時
間を増やす運動を推進しています。
　「家庭の日」には、県立施設の下記の展示が無料
で開放されます。

　国体・障スポの小浜市１年前イベントを開催します。
市開催競技体験コーナーや、はぴりゅうふわふわ、リー
ドクライミングウォール体験のほか、ボールプールやダ
ンボール迷路などを揃えたキッズコーナーもあります。

※子ども（18歳以下）連れの家族は、「家庭の日」
　推進協力企業による特典を受けられます
※詳細は、青少年育成福井県民会議のウェブサイト
　参照
　http://fukuikenminkaigi.jp/kateinohi/

■問い合わせ　生涯学習スポーツ課☎ 64・6033

▶とき　10月 22日㊐　9時〜 16時
▶ところ　市民体育館（後瀬町）
▶各種体験
　●市開催競技体験（申込不要）
　●スポーツチャンバラ　13時〜 14時
　●真

まっこうほう

向法　14時 10分〜 15時 10分
　●運動遊び（親子ペア、申込先着15組）
　　対象：1〜 3歳児（H26.4.2 〜 29.4.1 生まれ）
　　　①9時 30分〜 10時　② 14時 10分〜 14時 40分
　　対象：4〜 6歳児（H23.4.2 〜 26.4.1 生まれ）
　　　①10時 10分〜 11時　② 14時 50分〜 15時 40分
　●ウオーキング（約4㌔㍍）　11時 10分〜 12時 30分
▶申込受付期間　10月 10日㊋〜19日㊍
※入場料・体験料無料、上履きを持ってきてください

■申し込み・問い合わせ
国体・障害者スポーツ大会推進課☎ 64・6071

毎月第３日曜日は
「家庭の日（家族ふれあいデー）」

国体・障スポ
小浜市１年前イベントの開催

地方から声を！

拉致・特定失踪者問題の
早期解決を願う福井県集会の開催

●県立若狭歴史博物館（常設展・遠敷）
●県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館（常設展・福井市）
●県立歴史博物館（常設展・福井市）
●県立美術館（テーマ展・福井市）
●県立恐竜博物館（常設展・勝山市）
●県陶芸館（常設展・越前町）

はぴりゅう 展開形 【19】
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はぴりゅう 展開形 【19】
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県民運動
介助

県民運動
歓迎／花束

県民運動
歓迎／手作りボード

県民運動
元気出していこう

　拉致・特定失踪者問題の風化防止を図り、早期
全面解決につなげていくため、福井県集会を開催
します。多くの皆様の参加をお願いします。

■問い合わせ　総務課☎ 64・6002

市民の皆さんのくらしに役立つ情報をお届けします くらしの情報
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地
域
の
魅
力
発
信
に
ド
ロ
ー
ン
活
用

　

若
狭
小
浜
ド
ロ
ー
ン
協
会
は
、
カ
メ
ラ

マ
ン
な
ど
自
営
業
者
４
人
で
平
成
28
年
に

設
立
。
こ
れ
ま
で
子
ど
も
か
ら
80
代
ま
で

幅
広
い
年
齢
層
を
対
象
に
、
ド
ロ
ー
ン
の

体
験
会
や
指
導
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

協
会
は
国
土
交
通
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
、
要
件
を
満
た
す
講
習
団
体
と
し
て
県

内
で
唯
一
掲
載
（
全
国
43
団
体
中
）。
８
月

か
ら
本
格
的
に
教
室
を
開
講
し
ま
し
た
。
代

表
で
講
師
の
大
城
戸
さ
ん
は
、「
業
界
初
の

個
別
指
導
型
」
と
表
し
、「
用
途
や
個
人
の

特
性
に
合
わ
せ
た
教
え
方
を
し
て
い
ま
す
」

と
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
型
の
利
点
を
話
し
ま
す
。

　

平
成
20
年
に
東
京
か
ら
小
浜
へ
Ｕ
タ
ー

ン
し
た
大
城
戸
さ
ん
。
海
や
山
の
自
然
を

空
撮
し
た
と
こ
ろ
、「
す
ば
ら
し
い
景
色
に

感
動
し
ま
し
た
」
と
、
活
動
の
契
機
を
振

り
返
り
ま
す
。
教
室
開
講
後
は
、
県
外
か

ら
の
申
し
込
み
が
増
え
、「
地
域
の
魅
力
発

信
に
つ
な
げ
た
い
」
と
意
欲
を
示
し
ま
す
。

　

市
内
イ
ベ
ン
ト
や
小
学
校
の
遠
泳
大
会

で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
撮
影
を
行
う
な
ど

地
域
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。「
ル
ー
ル
を

守
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
大
切
。
ド
ロ
ー

ン
の
活
用
を
広
め
る
こ
と
で
、
小
浜
を
聖
地

に
し
た
い
で
す
」
と
笑
顔
を
み
せ
ま
し
た
。

高
校
生
ら
し
く  

楽
し
く
書
道
を

託
さ
れ
た
バ
ト
ン  

決
意
新
た
に

書道部　部長若狭小浜ドローン協会　代表

（若狭東高校 2 年生）（37 歳・四谷町）

　

８
月
か
ら
小
浜
中
学
校
の
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
の
２
年
生
12
人
、
１
年
生
11
人
の

23
人
が
新
体
制
で
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

今
夏
ま
で
部
を
ま
と
め
て
き
た
前
キ
ャ

プ
テ
ン
の
柚
木
さ
ん
（
写
真
左
）
は
、「
良

い
成
績
を
残
せ
ず
、
悔
し
い
思
い
も
た
く

さ
ん
し
ま
し
た
」
と
話
し
、「
問
題
が
あ
れ

ば
、
み
ん
な
で
考
え
る
こ
と
で
チ
ー
ム
の

絆
が
深
ま
り
ま
し
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　

上
野
さ
ん
は
、「
柚
木
さ
ん
の
頑
張
っ
て

い
る
姿
を
見
て
、
自
分
も
部
員
た
ち
を
引
っ

張
っ
て
い
く
立
場
に
」
と
決
意
し
、
新
チ
ー

ム
の
キ
ャ
プ
テ
ン
に
立
候
補
し
ま
し
た
。

　

大
事
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
学
校
生
活

に
お
い
て
大
き
く
明
る
い
声
を
出
す
こ
と
。

「
普
段
か
ら
人
前
で
声
を
出
す
こ
と
で
、
緊

張
し
た
場
面
で
も
力
を
出
せ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
」
と
二
人
は
声
を
そ
ろ
え
ま
す
。

　
「
先
輩
た
ち
か
ら
教
わ
っ
た
こ
と
、
元
気

の
良
さ
な
ど
を
受
け
継
ぎ
、
後
悔
し
な
い
よ

う
に
、
一
つ
一
つ
の
練
習
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
」
と
上
野
さ
ん
は
決
意
を
新
た
に

し
、
柚
木
さ
ん
は
「
親
な
ど
支
え
て
く
れ

て
い
る
人
、
応
援
し
て
く
れ
る
人
に
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」

と
次
の
世
代
に
バ
ト
ン
を
託
し
ま
し
た
。

女子バレーボール部  前キャプテン・キャプテン

（小浜中学校 3 年生） （小浜中学校 2 年生）

柚
ゆ う き

木 沙
さ と

都 さ
ん 上

う え の

野 美
み か げ

景 さ
ん

　

若
狭
東
高
校
書
道
部
の
玉
置
さ
ん
。
小

学
４
年
生
の
と
き
に
「
字
が
上
手
に
な
り

た
い
」
と
思
い
、
近
所
の
教
室
へ
通
い
出

し
た
の
が
、
書
道
と
の
出
会
い
で
し
た
。

４
月
か
ら
部
長
と
し
て
、
２
年
生
５
人
、

１
年
生
４
人
の
部
を
引
っ
張
り
ま
す
。

　
「
書
道
は
静
か
に
取
り
組
む
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
ま
す
が
、
高
校
生
ら
し
く
、
楽
し
く

活
動
で
き
る
雰
囲
気
を
つ
く
り
た
い
で
す
」

　

秋
に
は
、
道
の
駅
と
パ
レ
ア
若
狭
で
書

道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
予
定
。「
部
員
み
ん

な
で
意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
書
く
字

を
決
め
た
い
で
す
」
と
意
気
込
み
ま
す
。

　

尊
敬
す
る
人
に
、
書
道
教
室
と
部
活
の

先
生
を
挙
げ
、「
ス
ラ
ン
プ
に
陥
っ
て
書
け

な
い
と
き
は
、
身
近
な
先
生
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
も
ら
う
こ
と
で
、
集
中
力
を
取
り
戻

し
て
い
ま
す
」
と
信
頼
を
口
に
し
ま
す
。

　
「
昔
と
比
べ
て
、
少
し
は
字
が
う
ま
く

な
っ
た
か
も
」
と
は
に
か
む
玉
置
さ
ん
。

現
在
、
書
道
教
室
に
は
、
小
学
２
年
生
の

弟
も
通
い
出
し
、「
教
え
た
り
、
励
ま
し
た

り
し
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
を
み
せ
ま
す
。

　

将
来
の
目
標
を
尋
ね
る
と
、「
社
会
人
に

な
っ
て
も
書
道
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す

ね
」
と
力
強
く
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

大
お お き ど

城戸 将
ま さ し

司 さ
ん 玉

た ま き

置 裕
ゆ う な

奈 さ
ん

燃えろ！青春！部活道

燃えろ！青春！部活道若プロフェッショナル！働く　　者

らり！小浜人き

現
場
を
任
せ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

（19 歳・和久里）

　

中
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
土
木
の
仕
事

に
就
い
て
い
る
西
田
さ
ん
。
昨
年
の
春
に
現

在
勤
め
て
い
る
会
社
に
入
社
し
、
主
に
シ
ョ

ベ
ル
カ
ー
な
ど
重
機
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と

し
て
、
仕
事
に
精
を
出
し
て
い
ま
す
。

　

少
人
数
の
会
社
の
た
め
、
若
手
の
社
員

だ
け
で
現
場
に
入
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
、

「
分
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
大
変
で
す
が
、

ま
ず
は
自
分
た
ち
で
考
え
、
解
決
し
よ
う

と
し
ま
す
。
経
験
す
る
こ
と
で
学
べ
る
こ

と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
」
と
自
分
た
ち

が
成
長
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
ま
す
。

　
「
機
械
の
操
作
や
重
機
の
操
縦
な
ど
、
で

き
な
か
っ
た
こ
と
が
少
し
ず
つ
で
も
上
達

し
て
い
く
こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
」

と
話
す
一
方
で
、「
で
き
て
い
な
い
こ
と
も

多
く
あ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
必
死
に
な
っ
て

覚
え
て
い
き
ま
す
」
と
意
欲
を
み
せ
ま
す
。

　

職
場
に
つ
い
て
は
「
歳
が
近
い
同
僚
も
い

て
楽
し
い
」
と
言
う
西
田
さ
ん
。「
互
い
に

競
い
合
い
向
上
す
る
こ
と
で
、
仕
事
の
質
を

高
め
て
い
け
れ
ば
」
と
笑
顔
を
み
せ
ま
す
。

　

今
後
の
目
標
に
つ
い
て
は
、「
現
場
を
任

せ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。
そ
の

た
め
に
も
、
ま
ず
は
ミ
ス
を
な
く
す
こ
と

で
す
ね
」
と
元
気
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

西
に し だ

田 翔
し ょ う き

輝 さ
ん

勤務先　（株）広成



血圧や脈拍が正常値に近づく
血液中の酸素濃度が増加しはじめる
心臓発作（心筋梗塞や狭心症など）発症の確率が低下
ニコチンが体から抜け、気管支が広がって呼吸が楽になる
循環機能が回復し、肺活量も 30％程度回復
咳や痰、疲れやすさ、息切れが改善
肺がん発症確率が半分になる
さまざまながんの発症確率が低下

⓳ 広報おばま　平成 29. 10 広報おばま　平成 29. 10⓲

　　康長寿のススメ

【アクセス】

上中井

JR小浜駅から車で 17分程

国道 162 号線中井交差点を右折し

（中名田向き）、中井橋の手前で左折

【文と写真】

地域おこし協力隊 ハラ

地域おこし協力隊おススメ

浜小 百景
だるま窯

●次回のテーマ
　おばまの健康づくり 10 か条
　「第 6 条：運動・身体活動」
■問い合わせ　健康管理センター
　☎ 52・2222

第 24回

　口名田地区には、かつて若狭瓦を生産していた窯
があります。たき口が両側に設けられており、だる
まのような外観をしていることから「だるま窯」と
して親しまれています。現在では需要減少の影響で
若狭瓦の生産は終了しましたが、だるま窯の歴史や
特徴的な形を保存しようと、地域の皆さんでつくる
「若狭だるま窯を守る会」が活動をしています。
　私も平成 28年度から皆さんと共にイベントの企
画を行っています。今年は「男女でコネコネ♡土笛
づくり」を実施中。10 月 22 日㊐の「土笛の野焼
き日」では、若狭瓦で B

バーベキュー

BQ も行うなど新たな瓦の
使い方をおいしく実験してみます。興味のある人は、
hara.chioko@gmail.comまでメールをお願いします。

五
・
七
・
五
の
文
学
で
人
生
を
詠
む

若狭番傘川柳会　会長

（77 歳・東市場）

前
ま え か わ

川 正
ま さ こ

子 さ
ん

　

番
傘
川
柳
社
は
、
小
浜
出
身
の
川
柳
人

西に
し
だ田
當と

う

百ひ
ゃ
く

ら
に
よ
り
明
治
42
年
に
大
阪
で

創
立
さ
れ
、
１
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ

組
織
。
同
団
体
の
小
集
会
と
し
て
小
浜
で
活

動
し
て
い
る
の
が
、
若
狭
番
傘
川
柳
会
で

す
。
毎
月
第
二
金
曜
日
に
働
く
婦
人
の
家
で

句
会
を
開
い
て
お
り
、
文
化
祭
や
市
内
外
を

問
わ
ず
、
各
種
大
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

18
人
の
会
員
の
中
、
平
成
20
年
か
ら
会
長

を
務
め
る
前
川
さ
ん
。「
友
達
に
誘
わ
れ
て

始
め
ま
し
た
。
今
で
は
生
活
に
溶
け
込
み
、

気
が
付
く
と
四
六
時
中
、
句
の
こ
と
を
考

え
て
い
る
こ
と
も
」
と
笑
顔
を
み
せ
ま
す
。

　
「
川
柳
は
、
日
常
生
活
や
人
生
を
詠
む
五
・

七
・
五
の
文
学
で
す
。
奥
が
深
く
、
ロ
マ
ン

を
感
じ
ま
す
」
と
魅
力
を
話
す
前
川
さ
ん
。

毎
月
の
句
会
で
は
、
会
員
が
課
せ
ら
れ
た

テ
ー
マ
の
句
を
発
表
し
ま
す
。「
共
感
で
き

る
も
の
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
笑
い
が
絶
え

ず
、
楽
し
い
会
に
な
る
こ
と
も
多
い
で
す
」

　
「
若
い
人
に
も
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
、

川
柳
で
豊
か
な
心
を
育
ん
で
、
み
ん
な
で
楽

し
い
人
生
を
送
り
た
い
で
す
ね
」
と
今
後
の

目
標
を
語
り
、「
堅
苦
し
く
な
く
、
気
を
使

わ
な
く
て
も
い
い
会
で
す
。
気
軽
に
参
加
し

て
も
ら
え
れ
ば
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ート＆　 ルチャーカア健

国
体
き
っ
か
け
に
魅
力
広
め
た
い

　

平
成
30
年
の
福
井
国
体
で
、
若
狭
鯉
川

シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク（
鯉
川
）と
市
営
野
球

場（
東
勢
）の
２
カ
所
が
競
技
会
場
に
選
ば

れ
て
い
る
加
斗
地
区
。
同
地
区
体
育
協
会

で
は
、
大
会
当
日
ま
で
の
景
観
整
備
を
担

う
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
に
、

平
成
28
年
８
月
か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
の
環
境
美
化
デ
ー
清
掃
活
動
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
と
し
て
参
加
し
た
、
同
協

会
役
員
の
浜
田
さ
ん
（
写
真
左
）
と
森
本

さ
ん
。
浜
田
さ
ん
は
、「
景
観
美
化
は
と
て

も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
選
手
や
訪
れ
る

人
を
き
れ
い
な
状
態
で
迎
え
た
い
で
す
ね
」

と
話
し
ま
す
。
森
本
さ
ん
も
、「
自
分
が
や

れ
る
こ
と
か
ら
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
と

う
れ
し
い
で
す
」
と
意
欲
を
み
せ
ま
す
。

　

２
人
は
国
体
を
通
し
て
、「
美
し
い
自
然

や
食
な
ど
小
浜
の
魅
力
を
、
多
く
の
人
に

広
め
た
い
で
す
」
と
声
を
合
わ
せ
ま
す
。

　

今
後
の
目
標
を
尋
ね
る
と
、
浜
田
さ
ん

は
、「
地
区
の
隔
て
な
く
、
団
結
し
て
小
浜

が
盛
り
上
が
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
ほ
し

い
で
す
」
と
期
待
を
よ
せ
、
森
本
さ
ん
も
、

「
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
、
親
世
代

の
僕
た
ち
が
頑
張
る
姿
を
見
せ
た
い
で
す
」

と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

第5条　タバコは止めましょう。

だるま窯
★

国道
162 号

中井橋

タ
バ
コ
が
も
た
ら
す
健
康
被
害

　

タ
バ
コ
に
は
多
く
の
有
害
物
質
が

含
ま
れ
、
中
で
も
「
ニ
コ
チ
ン
・
タ
ー

ル
・
一
酸
化
炭
素
」
は
三
大
有
害
物

質
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
依
存
性
が

非
常
に
高
い
、
有
毒
物
質
の
ニ
コ
チ

ン
、
発
が
ん
性
物
質
の
タ
ー
ル
、
そ

し
て
酸
素
不
足
を
招
き
血
管
を
傷
つ

け
る
一
酸
化
炭
素
。
こ
れ
ら
は
確
実

に
体
を
む
し
ば
み
続
け
、
肺
が
ん
な

ど
の
各
種
が
ん
を
は
じ
め
、
タ
バ
コ

病
と
言
わ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
を

引
き
起
こ
し
ま
す
。

見
過
ご
せ
な
い
受
動
喫
煙

　

タ
バ
コ
の
煙
は
自
分
が
吸
い
込
む

主
流
煙
よ
り
も
、
先
端
か
ら
立
ち
上

る
副
流
煙
の
方
が
、
数
倍
か
ら
数
百

倍
の
有
害
物
質
を
含
ん
で
い
ま
す
。

喫
煙
後
約
30
分
は
、
吐
く
息
に
も
有

害
物
質
が
含
ま
れ
ま
す
。
髪
の
毛
や

衣
服
、
壁
、
床
、
家
具
な
ど
に
染
み

つ
い
た
も
の
は
半
永
久
的
に
残
り
、

じ
わ
じ
わ
と
染
み
出
し
健
康
被
害
を

も
た
ら
し
ま
す
。

　

タ
バ
コ
の
煙
の
粒
子
は
、
0.1
〜
1.4

マ
イ
ク
ロ
ミ
リ
、
典
型
的
な
Ｐ
Ｍ
2.5

で
あ
り
、
分
煙
や
空
気
清
浄
機
の
対

策
で
は
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

副
流
煙
に
よ
る
健
康
被
害
な
ど
を
理

解
し
、
禁
煙
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

んなで 体 スポ国 障み

禁煙による体の変化
20 分で
8時間で
24時間で
72時間で

2〜 3週間で
1〜 9カ月で

5年で
10年で

禁煙にチャレンジ
○タバコや灰皿、ライターを処分する
○禁煙補助薬や禁煙外来を活用する
○ミネラルウォーターを持ち歩く
○一週間はタバコが買えるところに近づかない

おばまの健康づくり 10 か条「タバコ」

OBAMAはぴねすクリーンアップボランティア隊員

（42 歳・鯉川） （34 歳・鯉川）

浜
は ま だ

田 正
ま さ は る

治 さ
ん 森

も り も と

本 達
た つ や

也 さ
ん



■今月の休館日

広報おばま　平成 29. 10⓴㉑ 広報おばま　平成 29. 10

※印のついた相談などは要予約です。相談は基本的に無料です。内容は変更される場合があります。

相談名 開催日 時間 ところ 問い合わせ

弁護士無料相談※ 3 日㊋ 13 時 30 分〜15 時 働く婦人の家 福井弁護士会
☎ 0776・23・5255

結婚相談 5 日㊍、19 日㊍ 9 時 30 分〜11 時 30 分
文化会館 子ども未来課☎ 64・6013

結婚相談（本人のみ） 28 日㊏ 13 時 30 分〜15 時 30 分

法律相談（消費生活トラブル）※ 5 日㊍、26 日㊍ 14 時〜16 時 嶺南消費生活センター 同☎ 52・7830

出張年金相談※ 12日㊍、26日㊍ 10 時〜12 時、13 時〜15 時 文化会館 敦賀年金事務所
☎ 0770・23・9905

行政相談 17 日㊋ 13 時 30 分〜14 時 30 分 市役所 1 階  101 会議室 市民協働課☎ 64・6009

高齢者専門相談（法律）※ 19 日㊍ 13 時〜16 時 嶺南地域福祉相談・
介護実習普及センター 同☎ 52・7832

■子育て情報

心配ごと相談
とき：11 日㊌　
　　　13 時〜16 時
ところ：サン・サンホーム
　　   小浜
　　   問同☎ 56・5802
介護など生活での困りご
との相談に応じます

■体や心・生活の相談
こころの相談※

とき：毎週㊌ 10 時〜11 時
ところ：小浜市社会福祉協議会
　　　 問同☎ 56・5800
とき：毎週㊎ 12 時〜17 時
ところ：つみきハウス　　
　　　 問同☎ 53・1190
心の悩みを相談してください

精神保健相談※
とき：3 日㊋、17 日㊋
　　　9 時 30 分〜11 時 30 分
ところ：若狭健康福祉センター
　　　 問同☎ 52・1300
心の病気や、心の悩みに
関する相談に応じます

カフェ・ぽ〜れ
とき：12 日㊍　
　　　13 時 30 分〜15 時
ところ：花水木（鹿島）
　　　問坂

さ か が み

上和
か ず よ

代さん☎
　　　090・5686・4147
認知症予防の活動や相談が
できます ※参加費 100 円

スクスク元気っ子教室
とき：17 日㊋　
　　　10 時〜10 時 30 分受付
ところ：健康管理センター
　　　 問同☎ 52・2222
離乳食の試食や相談、発
育・発達、育児など子育て
相談。身体計測も可能です

子育てワイワイ広場
とき：16 日㊊
　　　9 時 30 分〜12 時
ところ：健康管理センター
　　　 問同☎ 52・2222
未入園児の親子に 2 階和
室を開放しています。交
流の場としてどうぞ

母乳育児相談
とき：16 日㊊
　　　10 時〜11 時 30 分
ところ：健康管理センター
　　　 問同☎ 52・2222
助産師による母乳育児の
相談です。10 時〜 11 時

「断乳の話」あり

■法律や行政・その他の相談

■今月の窓口■今月の休日当番医

※★印のついた当番医の日は、小児患者
　は、杉田玄白記念公立小浜病院（大手
　町）で小児科医が休日診療を行います

市立図書館
3 日㊋・9 日㊊㊗・10 日㊋・
15 日㊐・17 日㊋・24 日㊋・
25 日㊌・31 日㊋

若狭図書学習センター
2 日㊊・10 日㊋・16 日㊊・
23 日㊊・26 日㊍（2F のみ）
30 日㊊

市民サービスコーナー
9 日㊊㊗・15 日㊐

温水プール
2 日㊊・10 日㊋・16 日㊊・
23 日㊊・30 日㊊

人権相談
とき：17 日㊋　
　　　13 時〜15 時
ところ：働く婦人の家
　　問法務局☎52・0238
悩みごと、心配ごとのあ
る人は、気軽に相談して
ください

親子運動遊び※
とき：6 日㊎、20 日㊎　
　　　10 時〜11 時
ところ：子育て支援センター
　　　問同☎ 56・3386
子どもと一緒に体を動かし
て遊びます。親子でのふれ
あいを楽しみましょう

ａｕショップ小浜
☎0800-7002298

運動会※
とき：4 日㊌　
　　　9 時 30 分〜11 時 30 分
ところ：サン・サンホーム小浜
　　　問子育て支援センター
　　　　☎ 56・3386
体操やバルーン、よーい
どんをしましょう

誕生会※
とき：25 日㊌　
　　　9 時 30 分〜11 時 30 分
ところ：子育て支援センター
　　　問同☎ 56・3386
今月に誕生日を迎えるお
子 さ ん の お 祝 い を し ま
しょう

総合避難訓練※
とき：18 日㊌　
　　　10 時〜11 時
ところ：子育て支援センター
　　　問同☎ 56・3386
消防車や救急車がくるよ

エイズ・肝炎相談、検査
とき：2 日㊊、16 日㊊
　　　9 時〜10 時 30 分
ところ：若狭健康福祉センター
　　　 問同☎ 52・1300
匿名で、エイズ・肝炎に
関する相談や、検査を受
けることができます

1 日㊐　：★本馬医院（水取一丁目）
　　☎ 52・2233

8 日㊐　：いちせクリニック（南川町）
　　☎ 53・2415

9 日㊊㊗：★小津外科医院（日吉）
　　☎ 52・0072

15日㊐　：★田中整形外科医院（千種一丁目）
　　☎ 52・6868

22日㊐　：★しんたにクリニック（駅前町）
　　☎ 64・5321

29日㊐　：★山手医院（山手一丁目）
　　☎ 53・5511

■各種相談・休館日など

地域に愛され、貢献できる
学校を目指しています

小浜自動車学校

秋も全車種やります！

税の納付窓口
休日納付窓口　29 日㊐ 9 時〜17 時
夜間納付窓口　31 日㊋ 20 時まで

毎週金曜日（祝日・年末年始を除く）、
市役所 1 階の窓口（市民福祉課、高齢・
障がい者元気支援課、子ども未来課、税
務課、環境衛生課、会計課）では、執務
時間を 18 時 30 分まで延長しています。

人の動き（9 月 1 日現在） 
・人口 29,874 人
　（前月比 -2 人）
　（前年同月比 -288 人）
　男性 14,601 人
　女性 15,273 人
　世帯数 11,962 世帯
・異動   転入　61 人   転出　55 人
　　　  出生　21 人   死亡　29 人

地域貢献！
特別割引キャンペーン！

10/2 〜 12/4 迄

▼和久里仮社屋は閉鎖致します
小浜市広峰 55
☎ (0770)52-0748 ・FAX(0770)52-0853

10月よりリニューアルオープンに伴い
下記にて営業致します

㈲杉田石材店

安心と信頼  地元の石屋さん
お墓ディレクター（1級）在籍
（日本石材産業協会登録第12-100024号） 

編 

集 

後 

記

●今月号の特集は図書館です▶
私も家族でよく訪れますが、そ
れぞれに特色があり、利用して
いてとても楽しいです▶米国の
牧師ジョセフ・マーフィーは「一
冊の本との出会いがあなたの生
き方を変えることだってある」
と読書をすすめます▶読書の
秋。本との出会いを探しに図書
館へ足を運んでみませんか（松）

●今月号に広報アンケートの
実施結果を一部抜粋して掲載
しております。ご協力いただ
きました皆さん、ありがとう
ございました▶結果に基づき、

「くらしの情報」の行間を従来
より広く空けるなど、一部紙面
のリニューアルを行いました
▶今後ともより読みやすい紙
面づくりに励んでいきます（竹）
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写真連載Life
輝く子どもたち

いちほまれ収穫式（太興寺・9月 11日）

きれいな色に染められた、田んぼに広がる緑のじゅうたん。

みんなの思いがつまってる、黄金色に輝く稲穂。

自然の恵に感謝して、力強く育った稲を刈っていく。

おコメの味をかみしめたとき、口いっぱいに広がる甘味。

幸せは、大切な人とおいしいごはんを食べる場所にあるのかもしれない。
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